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6年生 浅
あさ

井
い

悠
ゆう

臣
しん

さん

　
昭
和
24（
１
９
４
９
）年
11
月
5
日
、

八
代
日
奈
久
沖
で
津
森
小
の
修
学
旅
行

生
が
乗
っ
た
遊
覧
船
が
転
覆
し
、
多
数

の
犠
牲
者
を
出
し
た
痛
ま
し
い
遭
難
事

故
が
あ
り
ま
し
た
。

　
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
抜
け
て
、
よ
う

や
く
行
わ
れ
た
津
森
小
最
初
の
修
学
旅

行
で
し
た
。
5
・
6
年
生
合
同
で
行
わ

れ
た
こ
の
旅
行
は
、
山
の
子
ど
も
た
ち

に
海
を
教
え
る
絶
好
の
機
会
だ
っ
た
の

で
、
陸
路
で
も
行
け
る
公
園
の
往
復
に

船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
ま
し
た
。

　
そ
の
復
路
、
定
員
25
人
の
遊
覧
船
に

約
65
人
が
乗
船
。
陸
地
と
目
と
鼻
の
先

の
沖
合
に
差
し
掛
か
っ
た
と
き
、
横
波

に
あ
お
ら
れ
て
船
が
転
覆
、
全
員
が
海

の
中
に
投
げ
だ
さ
れ
、
必
死
の
救
助
活

動
に
も
か
か
わ
ら
ず
6
年
生
22
人
と

教
職
員
1
人
、校
医
1
人
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。

　
津
森
小
を
見
下
ろ
す
丘「
辻
ケ
峰
」

に
は
遭
難
者
の
慰
霊
と
津
森
の
子
ど
も

た
ち
の
安
全
へ
の
祈
り
を
込
め
た
慰
霊

塔
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
津
森
小
で
は
、事
故
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
11
月
5
日
に
開
催
さ
れ
る「
い

の
ち
の
日
学
校
集
会
」
で
は
、
遭
難
事

故
関
係
者
の
講
話
な
ど
が
行
わ
れ
、
教

訓
と
命
の
尊
さ
を
児
童
に
伝
え
続
け
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
6
月
に
は「
み
ん
な
泳
げ

る
25
ｍ
運
動
」
を
テ
ー
マ
に
、
公
益
財

団
法
人
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
水
泳

の
特
別
授
業
を
実
施
。11
年
目
と
な
る

今
年
は
6
月
28
日
に
行
わ
れ
、
1
・
2

年
生
は
水
に
慣
れ
、
水
の
中
で
上
手
に

息
継
ぎ
す
る
方
法
、
3
・
4
年
生
は
ク

ロ
ー
ル
、
5
・
6
年
生
は
平
泳
ぎ
を
中
心

に
命
を
守
る
た
め
の
泳
ぎ
方
を
学
び
ま

し
た
。

7
月
18
日
に
は
、
普
段
着
を
着
た
ま

ま
水
に
入
る
こ
と
を
体
感
し
、
溺
れ
な

い
た
め
の
知
識
を
学
ぶ
着
衣
泳
の
授
業

を
実
施
。
児
童
た
ち
は
着
衣
で
の
水
の

感
覚
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
慌
て
ず
水

に
浮
く
方
法
や
、
身
の
回
り
の
物
の
活

用
法
を
学
習
し
ま
し
た
。

津
森
小
修
学
旅
行

日
奈
久
沖
遭
難
事
故

遭
難
事
故
か
ら
学
ぶ

津
森
小
の
取
り
組
み

特
集

　
海
や
川
な
ど
、
水
辺
で
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
機
会
が
増
え
る
夏
。
遊
び
と

学
び
の
場
で
あ
る
水
辺
に
は
、
自
然
な
ら
で
は
の
危
険
も
潜
ん
で
い
ま
す
。

　
安
全
に
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
は
、
自
然
環
境
の
特
徴
を
理
解
し
、
水
難
に

つ
な
が
り
や
す
い
危
険
な
場
所
や
行
為
な
ど
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　日奈久沖遭難事故をきっかけに、もし少しでも泳げる児童が多かったら事故
の被害を最小限に防げたかもしれないと思い、津森小と協同で始めた水泳教室
に関わって今年で 11 年目です。
　初めは幼児プールで顔をつけたり浮いたりするのが精いっぱいだった子ども
たちが、学年を経るにつれて、いきいきと泳げるように成長していく姿を見る
と喜びもひとしおです。
　この教室を通じて少しでも泳ぎに自信を付け、水の事故から自分の命を守れ
るよう、また、事故の教訓を次世代へ継承し、みんなの命も大切に行動できる
よう、その助けとなれればと考えています。 熊本YMCA 兼

かね

瀬
せ

稔
とし

宜
たか

さん

自分の命を守り、みんなの命を大切に

　着衣泳の授業で洋服を着て水の中に入る気持ち
悪さや、思ったように泳げないことが分かりまし
た。いざという時にどうやったら浮くことができ
るかを体験できたのがとても良かったです。

　僕は転校してきたので、この水泳教室を受ける
のは今年で５回目です。６年生最後の教室で、熊
本YMCAのリーダーに着衣泳など命を守る技術を
教わることができ、とてもうれしかったです。

Interview

5年生 横
よこ

田
た

小
こ

梅
うめ

さん

上・右／児童たちが普段身に着けている
ランドセルも、いざというとき浮くための道具に

上／ ペットボトルを首のところで持
ち浮き身の練習
左／溺れている人のところにペット
ボトルを投げる練習 

着衣(長ズボン)を使ってライ
フジャケットに

左・上／6月28日に行われた
授業「みんな泳げる25ｍ運動」

命を守るための泳ぎ方

着衣泳や溺れている人を助ける方法

（
参
考
／
益
城
町
史
）
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